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山中らは熟練教師 1 名と初任教師 2 名によ































対象児童　3 年生 1 学級










対象児童　5 年生 1 学級








対象児童　4 年生 1 学級























































































①指名 2% 2% 6%
②行動の指示・促し 39% 35% ★ 22%
③傾聴指示 2% 0% 4%
④合図・カウント 3% 1% 6%
⑤表現への価値の提示 7% 9% 8%
⑥取組への価値の提示 2% 3% ★  5%
⑦状況・既習の確認 14% 21% 11%
⑧過去の提示 0% 0% 0%
⑨変容の提示 0% 0% 0%
⑩予測の提示 4% 1% 8%
⑪思考の促し 2% 10% ★  9%
⑫選択の投げかけ 0% 3% 1%
⑬自己開示・感情の表出 2% 3% 3%
⑭受容 12% 6% ★ 10%
⑮対応・展開の変更 0% 0% 0%
⑯話題の集約 1% 0% 0%
⑰具体・表現との関連づけ 5% 2% 1%
⑱ラベリング 1% 0% 1%
⑲日常生活との関連づけ 0% 0% 0%



































































































































































































































































































 ◦ 本研究は平成 27-29 年度科学研究費助成金
（基礎研究 (C)）「芸術教科における若手教
師のための授業メンタリングプログラムの
開発」（課題番号 15K04256 研究代表者：
谷本直美、研究分担者：名達英詔（北海道
教育大学旭川校））の一環として得られた
データを、研究分担者の許可を得て分析し
たものである。
 ◦ 研究協力者の高倉弘光教諭（筑波大学附属
小学校）に深謝致します。本データを使用
すること、教諭名、所属名を明示すること
についてご許可いただいております。
 ◦ 同じく研究協力者である若手教師、中堅教
師のおふたりにも深謝致します。本データ
を使用することについてご許可いただいて
おります。
